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本校では、子どもたちにとってより良い教育を行うため、多様な専

門性をお持ちの外部人材を活用する授業を推進しています。 

何でもかんでも学校・教師が抱え込むことをやめ、外部講師を積

極的に活用することにより、子どもの関心や意欲を喚起して学習の内

容を印象づけ、専門的な知識・技能に触れさせることができると考えるからです。 

今号では、5月に実施した外部講師を取り入れた授業を 2例、ご紹介いたします。 

 ５月２９日（月）の３．４校時、６年生が総合の時間に、「チ

ャレンジ！お菓子の株式会社」の学習を行いました。 

 お菓子の株式会社経営の体験を通して、株式会社の仕組みや

お金の流れ（資金調達）について楽しみながら学ぶプログラム

です。外部講師である、日本証券業協会の方々にお世話になり

ました。 

 はじめに、アニメーション動画をもとに、株式会社の仕組み

について教えていただき、つぎに、グループごとに会社名を考

え、魅力的な商品のパッケージを考えたり、自分たちの考えた商品の魅力をプレゼンしたりして、投

資をしてもらいました。 

「お菓子の種類は？」 

「どういう人に食べてもらいたいか？」 

「商品のセールスポイントは？」 

「商品名は？」 

 子どもたちは、企画を練る際の様々な問いかけを手がかり

に、新商品の開発に取り組みました。自分の企画をプレゼンす

るという経験は、今後も役立つことでしょう。 

 また、グループで話し合い、自分たちの考えが商品になっ

て、クラスメイトに評価してもらう体験は、学んだことの有

用感、成就感を味わうことにもつながりました。 

 実際にお菓子の会社を経営するという体験をしながら、

「株式」の仕組みについて楽しく学ぶことができました。 

将来、この６年生の中から、社長さんや株主さんが、たく

さん登場するかもしれませんね。 

鳥川小だより 
福島市立鳥川小学校 

学校だより第 5 号 

令和５年 6 月 7 日 

校  長  穐山俊之 

鳥川小学校 学校だよりのカラー版は、鳥川小学校ホームページでダウンロードできます。 



５月２３日（火）の２校時、４人の人権擁護委員の方々においでいた

だき、体育館で１・２年生対象の人権教室を行いました。 

 人権教室では、人権についての話を聞

いたり、動画「ねずみくんのきもち」を見

て、ねこくんの自分本位な言動に悩まさ

れているねずみくんとふくろうおじさん

の会話を通して、登場人物の気持ちを考

えたりしました。 

「こんなお友達がいたらど

うしたらいいのかな？」 

「どんな言葉をかけたらなかよくできるかな？」 

 相手との違いを認め合うことや一人ひとりが大切な存在であ

ること、相手を思いやる気持ちの大切さを学びました。 

本校では、同学年のつながりだけでなく、

異学年の子どもたちともつながりを広げて

いくことをねらって、年間を通して「ふれ

あい活動」が行われています。 

５月３０日（火）の昼休みの時間、今年

度最初のふれあい活動を実施し、縦割り班

ごとに集まって、活動計画を立てました。 

「ドッジボール」や「鬼ごっこ」「かんけり」「だるまさんがこ

ろんだ」などなど、これから毎月１回の頻度で、１年生から６年

生までの縦割り班で遊びます。 

 この日の話し合いでは、グループのリーダーとなって活動を進

める高学年が、みんなが「楽しい」と感じられるにはどうすれば

いいか考えながら、話し合いを進めている姿が印象的でした。 

 上の学年の子どもたちにとっては、自分の役割を自覚し、一生

懸命行動したことが、下の学年のお手本になったり、役に立った

と感じられたりしたときに、自己有用感や社会性が育まれます。 

 下の学年の子どもたちにとっては、グループのお兄さん・お姉

さんがしてくれたことに感謝し、あこがれの気持ちをもつことが

大きな成長につながります。 

 上の学年の子どもたちが思いやりをもって下の学年の子ども

たちに接し、下の学年の子どもたちは、優しく頼りがいのある姿

にあこがれをもち、やがて高学年になっていく・・・。 

 そんな姿を目指した子どもたちの「つながり」の輪は、鳥川小

学校の素敵な伝統として、受け継がれています。 

これから１年間、子どもたちが、どのような交流の様子を見せ

てくれるのか、楽しみです。 

 ５月２４日（水）は、１・２年生

の歯科検診がありました。しっかり

と口を大きく開けて、歯科医（おの

歯科医院）の先生に診ていただくこ

とができました。 

 小学校に入学すると、親御さんの

「歯磨きチェック」の頻度が減っ

て、むし歯になりやすい傾向がある

という話を聞いたことがあります。 

 特に小学校の１～２学年時の頃

は、乳歯から永久歯に生え変わる時

期で、生え変わったばかりの永久歯

はまだ柔らかくむし歯になりやすい

そうです。 

 ご家庭でも、保育所・幼稚園の時

と同じようにとはいかないまでも、

時々は、歯磨きの仕方をチェックし

てあげてください。 

 後日、治療が必要な児童には、

「歯の検査結果のお知らせ」を配付

します。むし歯は、放置した場合、

悪くなる一方です。自然に治る病気

とは違いますから、できるだけ早く

治療を済ませてください。よろしく

お願いします。 
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